
令和6年度　地域観光資源の多⾔語解説整備⽀援事業 内容監修者⼀覧

■内容監修者

⼾隠エリアの⾃然や⽂
化全般 ⻑野県⻑野⼯業⾼等学校　建築課 あまとみトレイルの開通に尽⼒し、現在は当該トレイルの管理運営団体である「あまとみトレイルクラブ」の代表をつとめている。

【英語実績】
※英語ができる⽅と協⼒して監修実施

【専門分野実績】
⼾隠地域の⾃然や⽂化の研究を⻑年⾏っている。
2021年⻑野市内でウワミズザクラ属の新品種フサザキウワミズザクラを発⾒。

28 014̲ *環境省信越⾃然環境事務所妙⾼⼾隠連⼭国⽴公園 林部　直樹 あまとみトレイルクラブ　代表 ⻑野県 090-1128-0282
haya-nao@hotmail.co.jp 可 建築全般

・信濃町エリアの⾃然
全般
・ナウマンゾウの発掘

信州⼤学⼤学院博⼠課程終了 理学博⼠ 学芸員として、地元に根差した活動研究を実施

【英語実績】
学術論⽂等で英語の閲読経験有

【専門分野実績】
学生時代から野尻湖発掘に携わり、現在野尻湖発掘調査団の事務局を担当する。専門は、古脊椎動物学、第四紀学、日本各地の
ナウマンゾウの研究や古型マンモスの研究もすすめている。共著 最終氷期の⾃然と人類、⼀万人の野尻湖発掘など

26 014̲ *環境省信越⾃然環境事務所妙⾼⼾隠連⼭国⽴公園 近藤　洋⼀ 野尻湖ナウマンゾウ博物館　
館⻑ ⻑野県 026-258-2090

nojiriko@avis.ne.jp 可 地形資質

可 地形・地質・⾃然史 ⼾隠エリアの⾃然全
般

信州⼤学教育学部卒業　理科教員免許取得　　理学部⼤学院修⼠
課程修了　理学修⼠ 学芸員として、地元に根差した活動研究を実施

【英語実績】
学術論⽂等で英語の閲読経験有

【専門分野実績】
⼩学校教諭を経たのち、⼾隠にて学芸員として⻑年活動を続けてきた。博物館では、地質・地形をはじめとする地域の歴史⽂化を解説
する名物解説員。2022年11⽉、NHK「ブラタモリ善光寺編」に案内人として出演の経験有

25 014̲ *環境省信越⾃然環境事務所妙⾼⼾隠連⼭国⽴公園 田辺　智隆 ⼾隠地質化⽯博物館　研
究員 ⻑野県 026-252-2228

kaseki＠avis.ne.jp

可 ⾃然、地域⽂化および歴
史、古道

十和田湖畔、
⻘森県南部地⽅の⾃
然・⽂化・歴史に精通

東京都⽴南野⾼等学校

【すべての取材先へ同⾏】
十和田ビジターセンターの解説員として来訪者への対応を⾏いながら、十和田信仰・十和田古道など地域に関する歴史の調査研究を⾏っている。ビ
ジターセンター内では企画展を担当し、十和田湖畔における⾃然環境や成り⽴ち、歴史を伝える活動も定期的に⾏う。

【専門分野実績】
〇十和田湖畔の飲⾷店に30年勤務後、現在は十和田ビジターセンター運営協議会を担当　　　　　　　　　〇2008年より十和田湖⾃
然ガイドクラブ所属現会⻑、湖畔のガイドも務める。　　　　　　　　　　　　　　　　〇2017年より十和田湖伝説の伝え⽅を考える会に所
属、信仰の歴史と十和田古道の調査研究を⾏う。「忘れられたもうひとつの十和田湖霊⼭十和田」⻫藤利男・十和田湖伝説の伝え⽅
を考える会／⼀部執筆・監修を担当。

23 013̲ (藤⾥)東北地⽅環境事務所・（十和田休屋）東北地⽅環境事務所中川⼀樹

⼀般社団法人
⾃然公園財団十和田⽀部
十和田ビジターセンター解説
員

⻘森県
Tel:0176-75-2368
Email:towadako̲vc@chorus.ocn.ne
.jp

19 011̲ ⽯⾒銀⼭多⾔語解説協議会 ダスティン・キッド 島根⼤学教育学部
講師 島根県 d-kidd-kyouiku@edu.shimane-u.ac.jp 可 観光

異⽂化理解 特に島根県 島根⼤学⼤学院 
教育学研究科 修了

・島根の歴史や⽂化をこよなく愛し「平成のラフカディオ・ハーン」と称されている
・⽯⾒銀⼭にも⺠泊するなど幾度も来訪し、その特⻑や⽂化的価値について理解が深い

【英語実績】
・令和元、２年度多⾔語整備⽀援事業で⽯⾒銀⼭の解説⽂を監修

【専門分野実績】
・2016年度 ⽯⾒銀⼭世界遺産センター調査研究展⽰パネル等英訳
・『⼩泉⼋雲の⾜跡探訪ー松江・出雲・隠岐諸島の旅』英語訳（2019年）
・Matsue Castle Bilingual Guide（英訳、江友、2022年3⽉、改訂版2023年3⽉）

可 歴史、地⽅史 湖北地域の戦国史、
天台⽂化、近代⽂化 天理⼤学⽂学部国⽂学国語学科 ⻁姫町教育委員会学芸員、⻑浜城歴史博物館学芸員を経て、2021年より現職

【英語実績】
岡本学芸員と監修を⾏います

【専門分野実績】
【論稿等】
「御籤と元三⼤師」考（2002）、
「⻁御前伝説〜利⽔の歴史からみる〜」（2003）
『郷土の先覚者　田中豊⽂』（2009）
『疫神病除の護符に描かれた元三⼤師良源』（2020）等
【展覧会】
企画展「北国街道　⽊之本宿」（2015）
企画展「相応と良源　湖北の天台⽂化」（2017）
企画展「戦国を生きた⻑浜ゆかりの⼥性たち」（2019）
企画展「姉川合戦450周年記念　信⻑苦戦す︕元⻲争乱と湖北」（2020）等

13 005̲⻑浜市 福井　智英（ふくいちえ） ⻑浜市⻑浜城歴史博物館
館⻑（学芸員） 滋賀県

Tel:0749-63-4611
Email:fukui-
chie@city.nagahama.lg.jp

外国人訪問客への通
訳業務　　　　　　　　　　
　　　　　　　滋賀県湖
北地⽅

滋賀⼤学教育学部 地域通訳案内⼠として地⽅の歴史に深い興味をもつ外国人客を案内。

【英語実績】
当該地域でイベントにおける通訳業務
海外派遣団への通訳としての同⾏
書簡のやりとり等の際の英訳、和訳

12 005̲⻑浜市 柴⼭　五基 ⻑浜市地域通訳案内⼠　　　
　　　　　中学校非常勤講師 滋賀県 firetree83@hotmail.com 可 地⽅史

江⼾時代の科学技
術、天⽂史 早稲田⼤学⽂化構想学部表象・メディア論形 2018年より現職。学芸員として、地元に根差した活動研究を実施

【英語実績】
実績としてはないが、
調査の際などに参考資料としての英語⽂献等を扱うことがあり、閲読が可能。

【専門分野実績】
【論稿等】
「国友藤兵衛（⼀貫斎）家資料調査報告書（2021）
【展覧会】
企画展「塩津―はこぶ・まつる・にぎわう古のみなと―」（2019）
企画展「葛籠尾崎湖底遺跡―深湖に眠る⽔の宝―」（2020）
「国友⼀貫斎関係資料」重要⽂化財指定記念　企画展「国友⼀貫斎　―発明とその夢」（2023）等

10 005̲⻑浜市 岡本　千秋 ⻑浜市⻑浜城歴史博物館　
学芸員 滋賀県

Tel:0749-63-4611
Email:okamoto-
chiaki@city.nagahama.lg.jp

可 ⺠俗

可 美術⼯芸 中世の仏画 同志社⼤学⽂学研究科美学芸術学専攻博⼠課程（前期） ⾼⽉観⾳の⾥歴史⺠俗資料館、⻑浜市曳⼭博物館を経て、2018年より現職

【英語実績】
R.4年度⽂化観光推進事業「⻑浜城歴史博物館収蔵品閲覧タブレットビュアー」英訳監修
R.5年度観光庁多⾔語解説整備⽀援事業内容監修

【専門分野実績】
【学術発表】
《日吉⼭王垂迹神曼荼羅》の制作背景に関する考察－正源寺本の図像解釈を中⼼に－　美学芸術史学会第23回⼤会（2020）
【論稿等】
⻑浜曳⼭祭　壽⼭曳⼭・懸装品修理事業報告書（2021）
「⽐叡⼭における稲荷信仰 《日吉⼭王垂迹神曼荼羅》の作例から」『朱』66号、伏⾒稲荷⼤社（2023）等
【展覧会】
浅井⻑政450回忌特別展「浅井⻑政と菩提寺養源院ー浅井三代の興亡と江⼾時代へ続く浅井⽒の系譜ー」（2022）
⻑浜築城・開町450年記念　特別展「⻑浜城主・秀吉と歴代城主の変遷︓（2023）等

9 005̲⻑浜市 坂口　泰章 ⻑浜市⻑浜城歴史博物館
主査（学芸員） 滋賀県

Tel:0749-63-4611
Email:sakaguchi-
yasuaki@city.nagahama.lg.jp

ガイド、旅⾏会社 駒澤⼤学⽂学部
英米⽂学科

旅⾏業歴19年（ツアコン、旅客サービス）、海外赴任15年（マレーシア）の経験により、きめ細やかな外国人目線による旅⾏⼿配、ガイディングが
好評。

【英語実績】
2016年から通訳ガイド業務年平均100日以上稼働。2017年より旅⾏業起業、インバウンド・ツアーの企画運営。日本全国のインバウ
ンド・ロングツアー、クルーズ・エクスカーション・トリップ、官庁関係の新潟県内モニターツアー・商談通訳・公式ウェブ英⽂執筆・翻訳等多
数。
【専門分野実績】
全国、特に新潟県や隣接県のインバウンド旅⾏の造成
東京都主催インバウンドボランティアガイド養成講座講師、観光庁主催インバウンド対応能⼒講座講師、新潟県主催インバウンド・カレッ
ジ　メンター
新潟県の英語観光ウェブ「Enjoy Niigata]記事執筆
2023年G7新潟ファムトリップ通訳ガイド業務

8 004̲「越後⻑岡」観光振興委員会 町田　久美子
（マチダ　クミコ）

８TRIPS（旅⾏会社）代
表
全国通訳案内⼠

新潟県 Tel:080-4403-4811
Email:info@8trips.jp

可 観光インバウンド

可 ⽂化財 特に縄⽂⽂化 東京⼤学⼤学院博⼠課程中退 博物館研究員として縄⽂⽂化のほか、幕末維新期の外国語⽂献についても研究を⾏っている。英⽂での論⽂、国際学会での発表も多数。

【英語実績】
「なんだ、コレは︕信濃川流域の⽕焔型土器と雪国の⽂化」英⽂ガイドブック
新潟県⽴歴史博物館の館内ガイド（英訳版）
【専門分野実績】
日本⽂化財科学会会誌　編集委員
新潟県⽴歴史博物館開館準備
新潟⼤学、⻑岡技術科学⼤学、⻑岡造形⼤学、新潟薬科⼤学、新潟県⽴看護⼤学において⽂化財学、地域史、技術史、博物館
学担当

7 004̲「越後⻑岡」観光振興委員会 ⻄田　泰⺠
（ニシダ　ヤスタミ）

⻑岡市⽂化財保護審議会
委員 新潟県 Email:dedmoroz@aqua.email.ne.jp

可 考古学　地⽅史 北日本の古墳時代お
よび秋田市域の歴史 東北⼤学⽂学部史学科考古学専攻 ⽂化財保護主事・学芸員として埋蔵⽂化財発掘調査、⽂化財各種調査に従事　日本考古学協会会員

【専門分野実績】

論⽂等
後北式土器の研究
久保田城跡の門の構造について
旧⻄目潟周辺の古墳時代
報告書等
秋田城跡
久保田城跡
土崎神明社祭の曳⼭⾏事伝承活⽤テキスト

3 001̲土崎地区多⾔語解説整備協議会（予定） 納谷　信広 秋田市観光⽂化スポーツ部
部⻑ 秋田県

Tel: 018-888-5603

Email: ac870129@city.akita.lg.jp

2 001̲土崎地区多⾔語解説整備協議会（予定） 千葉　加恵子 国際教養⼤学　准教授 秋田県 Tel: 018-886-5900 可 ⽂化人類学・⺠俗学

日本語対応 専門分野 詳細分野（⾃由記
載） 学歴 人物紹介 実績担当地域略称 推薦者名 現職 居住地 連絡先

1
デービッド アトキンソン

（わかりやすい多⾔語解説整備推
進委員を兼任）

株式会社 ⼩⻄美術⼯藝社 
代表取締役社⻑
日本政府観光局

（JNTO）特別顧問

東京都

明日の日本を⽀える観光ビジョン構想会議委員（内閣官房）
国⽴公園満喫プロジェクト有識者会議委員（環境省）
⽂化財の多⾔語解説等による国際発信⼒強化の⽅策に関する有識者会議委員（⽂化庁）
⽂化財の英語解説のあり⽅に関する有識者会議委員（⽂化庁・観光庁）
「楽しい国 日本」の実現に向けた観光資源活性化に関する検討会議委員（観光庁）
2018年度　地域観光資源の多⾔語解説整備⽀援事業　Executive Editor
世界⽔準のDMOのあり⽅に関する検討会委員（観光庁）　他

可 ⽂化財 日本学専攻 オックスフォード⼤学日本学科　卒業

1965年イギリス生まれ。オックスフォード⼤学「日本学」専攻。裏千家茶名「宗真」
拝受。1992年ゴールドマン・サックス証券⼊社。⾦融調査室⻑として日本の不良債権の実態を暴くレポートを発表し、注目を集める。2006年に共
同出資者となるが、マネーゲームを達観するに⾄り2007年に退社。
2009年創⽴300年余りの国宝・重要⽂化財の補修を⼿掛ける⼩⻄美術⼯藝社に⼊社、2011年同社会⻑兼社⻑に就任。2014年より現職。
⽂化財の修復を専門とする⼩⻄美術⼯藝社の社⻑として、数々の⽂化財の修復を実施。
 2017年から日本政府観光局特別顧問などを務める。
『新・観光⽴国論』（⼭本七平賞、不動産協会賞受賞）『新・所得倍増論』『新・生産性⽴国論』（いずれも東洋経済新報社）など著書多数。
2016年に『財界』「経営者賞」、2017年に「日英協会賞」受賞。

日本伝統⽂化の将来

東京外国語⼤学  地域⽂化研究科  アジア第二専攻
修⼠課程，2001/03，修了，日本
University of Oxford UK  Anthropology
修⼠課程，2002/09，修了，グレートブリテンおよび北部アイルランド連
合王国(英国)
University of Bristol UK  Faculty of Social Science and Law
博⼠課程，2007/09，修了，グレートブリテンおよび北部アイルランド連
合王国(英国)

国際教養⼤学准教授として、地元に根差した研究活動を実施

【英語実績】
国際教養⼤学 国際教養学部
准教授　2019/9 〜

【専門分野実績】
伝統芸能・⾷⽂化の英語版デジタルアーカイブ作成
https://sites.google.com/view/akita-digital-archive/home

「地域観光資源の多言語解説整備支援事業」では、事業に関わったライター、エディター、スタイルチェッカー、内容監修者らの人材を総称し、専門人材と呼びます。

これから多言語解説文を作成する地域の参考となるよう、専門人材リストとして取りまとめました。

注）本リストに掲載されている全ての情報は、利用目的や範囲を事前に事業者及び内容監修者に通知し、同意を得た上で公開しております。
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これから多言語解説文を作成する地域の参考となるよう、専門人材リストとして取りまとめました。

注）本リストに掲載されている全ての情報は、利用目的や範囲を事前に事業者及び内容監修者に通知し、同意を得た上で公開しております。

可 近現代の北海道史、地⽅
⾃治論、経済政策論

幕末期及び明治期の
北海道史、本州から
の移住者の諸相、明
治２４年（１８９
１年）以降に旭川圏
域に⼊った屯田兵と兵

北海道⼤学⼤学院
経済政策専攻修⼠課程修了
同博⼠課程
単位取得満期退学

旭川医科⼤学の非常勤講師として、１年次選択科目「地域社会論」（医学科および看護学科）を担当し、北海道及び旭川の歴史、産業、⽂
化等の講義を⾏っている。

【専門分野実績】
「医師で開拓者・関寛斎の⾜跡を辿って⾒えること」（「労働⽂化」No.３０５　２０２４年３⽉１日）
「屯田兵制度を軸に考える近現代の北海道」（「北海道⾃治研究」No.６６２　２０２４年３⽉）

47 024̲⼀般社団法人⼤雪カムイミンタラDMO 竹中　英泰
⼀般社団法人 旭川ウェル
ビーイング・コンソーシアム理
事

北海道
旭川市

Tel: 090-4875-9628
Email: takenaka@live.asahikawa-
u.ac.jp

可 考古学、先住⺠研究 特に北海道 筑波⼤学⼤学院
博⼠課程歴史人類学研究科満期退学 ⼤学教員として、考古学と先住⺠⽂化遺産について研究している。

【英語実績】
英語による国際共著論⽂，書籍分担執筆などの執筆経験あり。海外の⼤学での考古学，アイヌ⺠族史についての講義経験あり。

【専門分野実績】
日本学術振興会学術システム研究センター研究員
国⽴⺠族学博物館共同研究員
国⽴アイヌ⺠族博物館学術交流ワーキング委員
平取町シシリムカ⽂化⼤学運営委員
弟子屈町⽂化財審議委員会委員
北海道⽴北⽅⺠族博物館共同研究員
北海道⼤学総合博物館資料部研究員
ウプサラ⼤学考古学部客員教授
オックスフォード⼤学東アジア考古学・⽂化・芸術センター客員研究員

45 024̲⼀般社団法人⼤雪カムイミンタラDMO 加藤　博⽂
北海道⼤学アイヌ・先住⺠
研究センター
教授

北海道
札幌市

Tel: 011-706-4050
Email: h-kato@let.hokudai.ac.jp

可
元広島県立高校の社会科
教諭として特に日本の歴
史の授業を担当

 高校教員として生
徒に日本の歴史を
教えるとともに在
職中から大久野島
の歴史についての
調査・研究を続け
ている

関⻄学院大学 
 
社会学部

大久野島のある、竹原市で小・中・高と育ち、郷土の歴史には小さい頃から興味を持ち研究を深める。大久野島の歴史研究と平
和学習の協力を28年間に渡り継続しており、講演やフィールドワークによって多くの学校や団体の平和学習、海外からの留学生

への学習の手伝いをしている。

大久野島の毒ガス工場で働いていた方々と一緒に歴史を伝えるため、毒ガス島歴史研究所を設立し大久野島の歴史研究
と伝承を目的に30年近く継続的に活動。体験者の証言のとりまとめや研究結果を毒ガス島歴史研究所の会報として発
行。その編集・発行の中心人物として活躍。体験者ほか様々な方向からの研究により、大久野島の歴史の周知のための
「大久野島平和学習ガイブック」を出版。大久野島毒ガス資料館への訪問者へ向け、広く頒布されている。2020年には
自身の研究の集大成である「大久野島の歴史」を出版。

43 022̲環境省中国四国地⽅環境事務所 山内 正之 毒ガス島歴史研究所 広島県 a9441030@tanet.ne.jp

0846ｰ29ｰ1206

広島県・岡⼭県に分
布する中古生層の地
質構造の研究

東京⼤学⼤学院理学研究科地質学専門課程博⼠課程中途退学 広島⼤学教員として教育・研究に従事

【英語実績】
論⽂執筆実績︓
Mineralogical weathering of mudstone in western Shimane Peninsula, Japan
Deformational features of the Sangun metamorphic rocks in the Tokuyama area, Yamaguchi Prefecture, 
Southwest Japan　他

【専門分野実績】
広島県⽂化財保護審議会委員
下蒲刈町史　⾃然編（地質担当）

42 021̲環境省中国四国地⽅環境事務所 於保　幸正 広島⼤学名誉教授 広島県 Tel: 090-7139-4346
Email: yoho@hiroshima-u.ac.jp 可 地質学

可 観光 玉野市 熊本⼤学法⽂学部
英⽂学専攻 ボランティアガイドとして、⻑年活躍している。１０年前まで産業翻訳に従事。 【英語実績】

⼯業英検⼀級取得41 020̲渋川・王子が岳活性化推進協議会 江島　敏子 観光ボランティアガイドつつじ
の会 玉野市 Tel:080-1927-7114 

和歌⼭市の観光につ
いて

和歌⼭⼤学経済学部
中退 観光ガイドとして、地元に精通したガイド活動研究を実施

【専門分野実績】
和歌⼭県「和歌⼭県観光ガイド専門員　紀州語り部」所属
・「わかやま新報」の連載を担当
・上記をまとめた書籍「天守閣再建５０周年特別企画　「本当はスゴイョ和歌⼭城」」（平成２４年）執筆
・書籍「紀淡海峡に浮かぶ「友ヶ島」」（平成２６年）執筆
・子ども向け絵本「ともちゃんのえんそく」（平成３０年）執筆

38 019̲近畿地⽅環境事務所 松浦　光次郎 観光ガイド和歌⼭ 和歌⼭県 Tel:090-3351-9059
Email:mitsujiro-go@docomo.ne.jp 可 和歌⼭市の観光について

可 植物生態学、極限環境科
学 南アルプスの⾼⼭帯 理学博⼠

静岡⼤学理学部生物学科教授を経て現職
南アルプスや富⼠⼭の⾼⼭帯で⾼⼭植物の研究をはじめ、北アルプス・⼋ヶ岳・北海道の⼭岳地帯・北極圏・ヒマラヤ・アンデス・南極⼤陸と国内外
でフィールドワークを続けている。

【英語実績】
英語での論⽂執筆多数(「Relationships between soil moisture content and root morphology of three herbs on 
alpine scoria desert of Mt. Fuji.」（2002)など）

【専門分野実績】
主な編著書
「南アルプスお花畑と氷河地形」（静岡新聞社）、「南アルプス・地形と生物」（静岡県）、「南アルプス・白峰三⼭の⾃然」（芦安⼭
岳館）、「南アルプスの⾃然」（静岡県）

35 017̲環境省関東地⽅環境事務所 増澤　武弘 静岡⼤学客員教授 静岡県
Tel:090-7852-3652
Email:masuzawa.takehiro@shizuok
a.ac.jp

担当管内
嬬恋村、草津町、
⻑野原町、菅平等 北海道⼤学経済学部 非常勤時代より通算６年間、当地で環境省職員として各種業務を遂⾏している。

【英語実績】
・資料の英訳/日本語訳
・会議の逐次通訳
・会議でのプレゼンテーション

【専門分野実績】
（浅間地域での活動実績）
湯の丸レンゲツツジ保存会
浅間⼭ジオパーク推進協議会
浅間⼭熔岩樹型検討委員会
嬬恋村⾼⼭蝶を護る会
他

32 015̲環境省上信越⾼原国⽴公園管理事務所 ⼩林　直樹
上信越⾼原国⽴公園管理
事務所
国⽴公園管理官

群馬県 0279-97-2083
NAOKI2̲KOBAYASHI@env.go.jp 可

⾃然観察
浅間⼭⽕⼭関係

浅間⼭ジオパーク関係
⾃然公園法

可 理科、地学 嬬恋村・⻑野原町 群馬⼤学教育学部　　理科専攻 教員現職時より「吾妻理科」を組織し、地域教材開発を実践
【専門分野実績】
・嬬恋村史編纂　
・群馬県天然記念物（地質・鉱物）緊急調査報告書１９９９

31 015̲環境省上信越⾼原国⽴公園管理事務所 ⿊岩　俊明 浅間⼭北麓ジオパーク調査
保全委員 群馬県 0279-97-3556     

kuroiwa@peach.plala.or.jp

湯の丸⾼原レンゲツツ
ジ群落 東北⼤学法学部 湯の丸⾼原レンゲツツジ保存会に所属し群落の保護・保全、増殖活動を⾏っている。

【専門分野実績】
・湯の丸⾼原レンゲツツジ群落の保護・保全、増殖活動を⾏っている。
・信州⼤学井田教授の指導の下、レンゲツツジの調査・研究に従事している。

30 015̲環境省上信越⾼原国⽴公園管理事務所 下谷　博 湯の丸レンゲツツジ保存会元
会⻑ 群馬県 0279-97-2139      

asama2568@outlook.jp 可 ⽂化財

可 農業史、⽂化財、地⽅史
（郷土史） 地⽅街道史、郷土史 ⼤東⽂化⼤学経済学部経済学科 旧⽂化財保護委員として８年、　　地域に根ざした活動及び講演を毎年実施。

【専門分野実績】
・嬬恋郷土資料館運営委員　
・旧群馬県歴史散歩の会嬬恋⽀部⻑　
・村鎌原遺跡保存活⽤検討委員　
　
・⻑野原町狩宿茶屋本陣活⽤検討委員

29 015̲環境省上信越⾼原国⽴公園管理事務所 下谷　通 嬬恋村⽂化財保護審議会
副会⻑ 群馬県 0279-97-2139      

shimoya1532@gmail.com

広島県 090-7139-4346

yoho@hiroshima-u.ac.jp
可 地質学

広島県・岡山県に
分布する中古生層
の地質構造の研究

東京大学大学院理学研究科地質学専門課程博士課程中途退学 広島大学教員として教育・研究に従事
広島県文化財保護審議会委員
蒲刈町史 自然編（地質担当）

43 022̲環境省中国四国地⽅環境事務所 大塚 攻
広島大学・水産実験所
瀬⼾内CN国際共同研究セ
ンター 教授

広島県 0846-24-6780

ohtsukahiroshima-u.ac.jp
可 海洋生物学

浮遊生物，水族寄
生虫，カブトガニ
の系統分類学，生
態学など

京都大学大学院理学研究科・理学修士      東京大学・
農学博士（論文博士）

瀬⼾内海，⿊潮流域の海洋生物を永年，研究しており，最近ではカブトガニの保全活動を続けて活発な啓発活動を実施してい
る．国内外の学会賞も数多く受賞．

カブトガニに関する学術論文７報 啓発書２冊を編集   日本産カイアシ類の系統分類，生態に関する総説執筆
（Ohtsuka S & Nishida S (2017) Copepod Biodiversity in Japan: Rcent advances in Japanese Copepodology, In: 
Motokawa M & Kajihara H eds, Species Diversity of Animal in Japan, Springer, pp. 565–602)

43 022̲環境省中国四国地⽅環境事務所 水谷 知生
奈良県立大学
地域創造学部 教授

奈良県 0742-93-5269

mizutani@narapu.ac.jp
可 景観保全

公園の成立，展開
の史的研究など

京都大学文学部史学科人文地理学専攻
環境庁・環境省の職員として国立公園管理，野生生物保護等を担当した後，現職
公園の歴史的経過，人と動物の関係の歴史的経過等について研究

国立公園成立史の研究
・「わが国の公用制限による国立公園の成立過程に関する研究」 (2018年度日本造園学会賞著作部門受賞)
・吉野熊野，瀬⼾内海国立公園の歴史経過に関する著述，講演等
人と動物の関係史の研究
・奈良，宮島，金華山のシカと人との関係に関する論文

43 022̲環境省中国四国地⽅環境事務所 於保 幸正 広島大学名誉教授



令和6年度　地域観光資源の多⾔語解説整備⽀援事業 内容監修者⼀覧

■内容監修者
日本語対応 専門分野 詳細分野（⾃由記

載） 学歴 人物紹介 実績担当地域略称 推薦者名 現職 居住地 連絡先

「地域観光資源の多言語解説整備支援事業」では、事業に関わったライター、エディター、スタイルチェッカー、内容監修者らの人材を総称し、専門人材と呼びます。

これから多言語解説文を作成する地域の参考となるよう、専門人材リストとして取りまとめました。

注）本リストに掲載されている全ての情報は、利用目的や範囲を事前に事業者及び内容監修者に通知し、同意を得た上で公開しております。

可
⽂化財
郷土史
考古学

古墳時代
特に九州地⽅

別府⼤学⼤学院
⽂学研究科
⽂化財学専攻

学芸員として、錦町教育委員会に8年9カ⽉所属し、地元⽂化財の調査研究及び啓発に携わる。
・肥後考古学会会員
・九州前⽅後円墳研究会会員
・⽂化財写真技術研究会会員
・熊本県内学芸員等人材データベース登録

【専門分野実績】
・『錦町⽂化財調査報告書第3集別府前遺跡・別府堤尻遺跡』発掘調査・報告書執筆（2011〜2020）
・『錦町の⽂化財』執筆・編集（2016）
・人吉海軍航空基地跡地下壕測量調査（2016）
・錦町⽴人吉海軍航空基地資料館展⽰作成（2018）
・錦町⽴人吉海軍航空基地資料館展⽰作成（2020）
・錦町⽴人吉海軍航空基地資料館図録執筆（2021）
・『肥後考古』第21号「錦町⽴人吉海軍航空基地資料館「⼭の中の海軍の町にしきひみつ基地ミュージアム」寄稿（2021）
・人吉海軍航空基地跡松根油乾留作業所跡発掘調査（2022）
・人吉海軍航空基地跡地下発電所跡発掘調査（2022）
・人吉海軍航空基地跡松根油乾留作業所跡保存整備（2023）
・錦町⽴人吉海軍航空基地資料館運営（2024〜）

73 037̲錦町多⾔語解説協議会（予定） ⼿柴　智晴
・錦町⽴人吉海軍航空基地
資料館館⻑
・学芸員

熊本県 Tel:0966-28-8080
Email:132base＠gmail.com

特に有田地⽅ 花園⼤学⼤学院　
⽂学研究科　修⼠課程（日本史学専攻）修了 学芸員として、地元に根差した活動研究を実施

【専門分野実績】
国選定重要⽂化的景観　蘭島及び三田・清⽔の農⼭村景観の保存
国指定史跡　湯浅党城館跡の保存
有田川町内における⽂化財調査研究報告書執筆編集

68 035̲有田川町 川口　修実 有田川町教育委員会　
学芸員 和歌⼭県 Tel:0737-22-4513

（有田川町社会教育課） 可 日本考古学、
⽂化財、地⽅史

特に神⼾市域 神⼾⼤学⼤学院⼯学研究科建築学専攻
⼩代 薫建築研究室主宰を経て現職、博⼠(⼯学)。歴史学の総合性や建築設計という技術と⽂化を横断し全体をまとめ上げる職能を活かして、
学際的な⽂理融合研究プロジェクト「MIRAI BOSAI」や、地域の歴史を将来のまちづくりに繋げる公⺠学連携プロジェクト「海と⼭の街、神⼾の風
景をつくる」などを企画運営。

【英語実績】
■国際会議論⽂
・"A historical approach to the study of impact assessment of community design -Through the analysis of 
the database of community design in Kobe in the modern period-"（11th International Symposium on 
Architectural Interchanges in Asia (ISAIA 2016), Sendai, Japan）
・"Studies on the Modernization of city in Japan at the Meiji era "（東アジア建築史学会　論⽂集WhoseEA　2009
年号　第Ⅱ部pp.245-252）
■講演
・"History of Kobe" 10th ISHA Intenational Symposium on the History of Anesthesia（2022年6⽉神⼾国際会議
場）
■まち歩き
・「神⼾北野の宗教施設群」Infinity Ventures Summit. 2017 Spring Kobe, 2017年6⽉
・ＪＥＴＲＯ(日本貿易振興機構)「産業観光連携事業〜KOBE×PEARL〜」海外バイヤー・海外メディアを対象とした神⼾旧居留
地街歩き案内、2017年12⽉

【専門分野実績】
・防災減災の国際連続ワークショップ「MIRAI BOSAI 2024」 企画運営 プロデューサー／ディレクター（2021〜）
・こうべ北野⼭本通伝統的建造物保存会顧問
・「神⼾布引おんたき茶屋　布引雄滝を望む茶屋建築・擬岩・擬⽊」『神⼾歴史遺産』認定（神⼾布引おんたき茶屋保存会（代表︓
⼩代薫））2023年1⽉
・「神⼾布引おんたき茶屋保存改修計画」企画（2021年12⽉）

ほか実績多数（その他実績は下記URL参照）
https://www.rieb.kobe-u.ac.jp/faculty/corporate̲info/k̲koshiro.html

66 034̲北野異人館協会 ⼩代　薫 神⼾⼤学経済経営研究所
特命講師 兵庫県

Tel:078-803-7001
Email:kaorukoshiro@people.kobe-
u.ac.jp

可 建築設計、まちづくり、建築
史・都市史

可

・航空原動機学

・郷土史家

蒲郡市史・⽂化財
名古屋⼤学⼤学院
⼯学研究科博⼠課程
航空⼯学専攻

・蒲郡市⽂化財審議会委員とし
　て⽂化財の指定等を審議

・郷土史家として蒲郡市観光協
　会等に協⼒および地元に根ざ
　した活動研究を実施

【英語実績】
・航空原動機学論⽂（英語）の執筆発表
・蒲郡市国際交流協会多⽂化共生紹介⽂（英
　語）の作成

【専門分野実績】
・蒲郡市地域⽂化財総合活⽤推進事業における各種講
　座の講師
・蒲郡市⽂化財審議会委員として⽂化財の指定等を審
　議
・蒲郡市観光ボランティアガイドの会　竹島ガイドの
　しおり徳川家康編を監修
・藤原俊成顕彰会会⻑として蒲郡開発の祖「藤原俊
　成」を顕彰することに尽⼒

59 029̲蒲郡市竹島エリア多⾔語解説協議会 橋本　孝明

・愛知⼯科⼤学
　⾃動⾞短期⼤学
　名誉教授

・蒲郡市⽂化財
　審議会委員

愛知県
蒲郡市

Tel:
090-8339-8040

Email:
tak-hashimoto
@outlook.com

可 観光 桜美林⼤学
国際学部国際学科⽐較⽂化専攻

英語教室経営
園児から中学生までの英語指導に従事する他、⼩学校非常勤講師として勤務

【英語実績】
当該地域で英語教室を経営

【専門分野実績】
子ども英語指導、個人塾運営、⼩学校教員免許、⼩学校英語指導資格（J-SHINE)

55 027̲村上市訪日外国人等受⼊協議会 ⼩川　晶子 学び舎スピカ　講師 新潟県 080-5873-6766
blaze-temple@hotmail.co.jp

旭川圏域の近現代史
（特に人々の生活・
健康について）

東海⼤学医学部医学科
東海⼤学⼤学院博⼠課程環境静態系衛生学分野 旭川医科⼤学名誉教授として，住⺠の健康増進，地域資源・特産品を活⽤した健康増進についての研究及び実践啓発を実施

【英語実績】
観光庁補助事業「観光再始動2023」において，インバウンド観光者向けのパラスポーツ体験コンテンツの英⽂での発信
医学系学術論⽂・総説の執筆多数
Health Policy Report (Ner England J. Medicine, 1994) 翻訳

【専門分野実績】
旭川市の⼤学連携体「旭川ウェルビーイング・コンソーシアム」において，永らく運営協議会議⻑として所属⼤学による地域貢献活動につ
いて集約し発信
旭川圏域の⾃然環境，医療保健福祉，健康保養資源，住⺠の生活状況等についての情報収集

50 024̲⼀般社団法人⼤雪カムイミンタラDMO 吉田　貴彦 旭川ウェルビーイング・コンソー
シアム理事 北海道 Tel: 090-6211-1669

Email: rowan@potato2.hokkai.net 可 衛生学、産業保健、環境
保健、予防医学

域に⼊った屯田兵と兵
村の実態、家族教令
の果たした役割など

単位取得満期退学 「屯田兵制度を軸に考える近現代の北海道」（「北海道⾃治研究」No.６６２　２０２４年３⽉）事 u.ac.jp


